
　『フェルチクリン』の中野英二医
師が毎年参加するブラジル生殖
医学会が、昨年11月3～6日にリ
オで開催され、中野医師は「クラ
イオトップ法による卵子と胚の凍
結保存の歩み」というテーマで、
ブラジル及びラテンアメリカにお

ける体外受精と卵子と胚の凍結保存の状況について報

告した。

●体外受精の半数が凍結胚を移植する時代
　1990年代から卵子と胚の凍結保存が本格化したブラ
ジルは、当初は体外受精で移植される約5％のみが凍結
融解胚を使用していた。2008年から日本の桑山正成医
師が開発したクライオ
トップ法と呼ばれる胚
の凍結技術が導入さ
れ、凍結融解胚の移植
による体外受精での
妊娠成功率が大幅に
伸び、2018年には、ラ
テンアメリカ全体の体外受精で57％が融解胚を使用し
ている。現在、その数値はさらに上回ることが予測される

（グラフ参照）。

●7年で体外受精は2倍、胚凍結は3倍増加
　ブラジルでは2012～2019年までに、体外受精は
21,074～44,705件と約2倍、胚凍結は32,181～100,380
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件と約3倍の伸びを示した。胚の凍結が伸びた要因に
は、「乳がんなど、若いがん患者の回復率が高まり、抗が
ん剤治療を受ける前に保存するようになった」、「不妊治
療での採卵時に余剰の卵子ができた場合、今後の治療
のために備えておく」等が挙げられる。
　昨年はパンデミックに入り、仕事の状況が変化したこ
とで、妊娠を先延ばしにする夫婦も増え、特に昨年は『フ
ェルチクリン』でも、胚凍結を希望する来院者が増加し
た。
　最近は胚の染色体検査も盛んになり、妊娠前に先天
異常を確認できるようになり、良好な胚のみを凍結でき
る時代になっている。
※フェルチクリンの中野英二医師にお話いただきまし
た。
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[グラフ]
ラテンアメリカの体外受精で移植されている新鮮胚と凍結融
解胚の割合の推移（青：新鮮胚、オレンジ：凍結融解胚）
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